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１ 目 的

地域防災計画に基づき、白井市と防災関係機関・団体及び地域と連携した災害応急対策訓練（情報の伝

達・広報、被害情報の収集・伝達～人命救助～災害医療活動～ライフライン復旧訓練等）を行い、防災対

策の充実・強化に資するとともに、市民の防災意識の高揚と減災への備えを図るため、自由に体験・見学

ができる防災啓発の場を設け、自助・共助・公助の繋がりを強化し、地域防災力を向上させる。

２ 時 期

令和７年２月２日（日）９：００～１２：３０

３ 訓練会場 ： 白井総合公園

４ 訓練対象地域 ： 白井第二小学校区

５ 訓練想定地震・被害想定〔 〕数は白井第二小学校区

（１） 地震の規模：千葉県北西部を震源・白井市直下 震度６強

（２） 家屋の倒壊：全壊４７２棟〔１７２〕半壊１，６６７棟〔５１１〕

（３） 人的被害：死者３２人〔１２〕負傷者３１５（内重症者３９人）〔負傷者１０１（内重症者１４）〕

（４）避難者数（最大）：１４，２３５人（内避難所：５，６９４）〔８４８人（内避難所：３３９）〕

６ 訓練の重点等

（１） 一連の状況下で、市と自衛隊、消防、警察、指定公共機関及び団体との相互連携【公助】と、自

主防災組織（自治会）と消防団等との連携【共助】による『発災対応型の連携訓練』を実施

（２） 災害対策本部運営訓練及び救護本部活動訓練の場として、訓練会場に災害対策本部・救護本部を

設置し運営・活動訓練を行う。

（３） 全市民を対象として【自助】の基本である地震発生時の身を守る。

シェイクアウト訓練、家庭の地震対策自己診断を実施

（４） 防災啓発は「全市民参加型」の自由に体験・見学等ができる防災フェスタ形式で実施

（５） 訓練協力は、「白井第二小学校区みどりの里づくり協議会」とし、白井中学校と白井第二小学校の

生徒・児童に防災教育の一環として訓練参加を調整する。

７ 訓練組織体制

（１） 白井市地域防災計画「災害対策本部事務分掌」に基づく組織体制を基本とし、全庁体制で組織編制

（２） 「訓練統括責任者」として危機管理監を指定、訓練全般指揮・統制

（３） 参加関係機関・団体、学校等：３８団体

８ 訓練項目・内容

【訓練会場外・市内全域での訓練】

（１） 家庭の地震対策自己診断【自助】

「広報しろい（２月号）」に掲載した『備え１０項目チェックリスト』に基づき家庭の地震対策自己

診断を２月１日（土）までに実施

（２） 地震発生時の対応訓練【自助・公助】 ９：００～９：３０

ア 情報伝達からシェイクアウト訓練 ９：００～９：０５

Jアラート（防災行政無線、しろいメール配信サービス等）による緊急地震速報（大地震発生情報）

を配信、配信後にシェイクアウト訓練音声を放送し、市民がその時点・場所で一斉に身の安全を確

保する動作を実施

イ 地震情報の伝達・広報訓練 ９：１０～９：３０

市、印西地区消防組合、印西警察署の広報車両による地震情報の巡回伝達・広報を白井第二小学校

区地域で実施

（３） 避難者輸送訓練

往路 ９：１０～９：４０ 復路 １２：２０～１３：００

ア 感染症対応における指定避難所の収容数は、避難者の間隔２ｍ保持が必要とされ、１／３に減少

したことから、他の避難所に移送する訓練を実施

イ 陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊の車両支援及び市借上げマイクロバスを使用して、市避難

所担当職員（白井中学校生徒）及び自治会等と連携した避難者輸送訓練を実施

ウ 輸送区分（各避難所⇔白井総合公園）

・白井第二小学校（３１名：自衛隊車両４台、借上げバス１台）

・白井中学校（２０名：自衛隊車両３台）

・延命寺（１５名：自衛隊車両１台、借上げバス１台）
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【訓練会場における訓練】※防災啓発は ９：０５～

（１） シェイクアウト訓練【自助】 ９：００～９：０５

訓練会場で音声テープに合わせ、訓練会場の全員が一斉に身の安全を確保する動作を訓練

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

（２）

災 害 対

策 本

部・救護

本 部 運

営 訓 練

（ 現 地

設 置 ）

【公助】

１０：００～１１：３０

白井市災害対策本部運営訓練

・訓練会場に災害対策本部を設置し、災害対策本部事務局及び関係機関等の連絡員が参加し実施

・運営訓練は、市災害対策本部事務局、陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、印西地区消防組合

等が参加

（３） 白井市救護本部活動訓練

ア 訓練会場に救護本部を設置し、救護本部及び医師会等の医療機関が参加

イ 運営訓練は、市救護本部、印旛市郡医師会等が参加
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（４） 被害情報の収集・伝達訓練【公助・共助】 １０：００～１０：２０

関係機関（陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、印西警察署、印西地区消防組合、東日本電信

電話㈱千葉災害対策室、白井郵便局、㈱ネクスト、中区・平塚西区自治会・市議会災害等対策委員

会議から市内の被害情報の収集とその結果を災害対策本部へ伝達を実施

（５） 人命救助訓練【公助・共助】 １０：２０～１０：５０

被害情報に基づき、市災害対策本部は関係機関と調整し、市災害対策本部からの指令により、陸

上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、印西地区消防組合、日本救助犬協会（ＴＥＡＭ７）、首都圏防

災士連絡会、消防団、中区・平塚西区自治会（白井中学校生徒３人含む。）による人命救助・救出訓

練（倒壊家屋からの救助、・孤立者の救助・負傷者の救出）を実施

（６） 災害医療活動訓練【公助】 １０：３５～１１：００

ア 人命救助訓練と連携した災害医療活動訓練を実施

イ 印西地区消防組合が現地応急救護所を開設し、市救護本部、印旛市郡医師会等の医療関係機関及

び消防組合、陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊と連携したトリアージ～応急救護～重症患者の

搬送を実施

（７） ライフライン復旧訓練【公助】 １１：００～１１：３０

公共機関及び災害協力応援協定事業所と連携した、ガス（京葉瓦斯船橋支社、千葉県LPガス協

会船橋支部）、水道（市上下水道課）、倒壊家屋の撤去（大月工業㈱・道路課）によるライフライン

復旧訓練を実施
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（８） 炊き出し・給食支援訓練【公助・共助】 ８：３０～１２：２０

ア 市と陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、白井市赤十字奉仕団、白井中学校生徒の協同で

８１０食のカレーライス等を作成し、参加者に配食を実施

イ 炊き出し会場に「アルファ化米の作成・試食体験コーナー」（３００食分）を設置し、白井中学校

生徒主導による作成・試食体験を実施

ウ 炊き出し・給食支援訓練に必要な具材、資器材等を、ＪＡ西印旛農業協同組合（米）、㈱山屋食品

千葉、千葉県LPガス協会船橋支部（炊き出し用ガス）、陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊（炊

事車、水トレーラー等）から提供・支援いただき実施

（９） 防災啓発【自助】 ９：００～１２：２０ ※講評時除く。

訓練会場内において、関係機関・団体及び災害協力応援協定事業所による災害時の活動車両等の

展示、体験型の防災啓発・防災啓発ブースを展開し、参加者が体験・啓発できる防災フェスタ形式

による防災啓発を実施

ア 活動車両啓発

陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、京葉瓦斯船橋支社、千葉県LPガス協会船橋支部、市（上

下水道課）、大月工業㈱、白井郵便局、印西警察署、印西地区消防組合による災害時活動車両を訓練

会場内に展開し、啓発教育を実施

イ 防災体験啓発

日本救助犬協会（ＴＥＡＭ７）、首都圏防災士連絡会、㈱ネクセライズ、千葉県印旛地域振興事務

所、東日本電信電話㈱千葉事業部、市社会福祉協議会、千葉県助産師会、印西地区消防組合、市消

防団による、災害時の各種体験コーナーを訓練会場内に設置し、体験型の啓発教育を実施

ウ 防災啓発ブース

市（建築宅地課、環境課、課税課、収税課、上下水道課）、白井郵便局、生活協同組合コープみら

い千葉県本部、千葉三菱コルト自動車販売㈱、東日本電信電話㈱千葉事業部、㈱ＮＴＴドコモ、ソ

フトバンク㈱、大塚製薬㈱千葉出張所、京葉瓦斯㈱船橋支社、千葉県ＬＰガス協会船橋支部、㈱伊

藤園八千代支店、コカ・コーラボトラーズジャパン㈱、ダイドードリンコ㈱千葉オフィス、㈱ネク

スト、大塚食品㈱、東京電力パワーグリッド㈱東葛支社、陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、

自衛隊千葉地方協力本部柏事務所による、自由に見学ができる防災啓発ブース及びライフライン復

旧状況を会場内に展開展示して防災啓発を実施



６

（１０） 訓練の視察 ９：０５～９：５５

市長及び来賓による訓練会場の視察を実施

（１１） 訓練講評 １１：４０～１２：００

市長の訓練講評、白井中学校生徒による訓練感想発表等を実施

（１２） 配食・喫食 １１：４０～１２：２０

カレーライス（中辛・子ども用）、ハヤシライス（８００食分）を配食喫食

９ 参加関係機関・団体
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１０ 訓練参加者・来場者数

総合防災訓練 ８１１名

訓練対象地域（白井第二小学校区）１３０名、白井中学校生徒２９名、参加関係機関・団体２３０名、

一般参加２３０名、市職員１１３名、消防団２０名、招待者（来賓）１１名、案内者３１名、市議会議

員１７名

１１ 訓練参加者アンケート結果

（一般、中学生、小学生 高学年、小学生 低学年）

※アンケート回収数（人数）

一般 ４６名、中学生 ６名、小学生（高学年） ４名、小学生（低学年） ３名

１２ 実施状況

《調整会議等》

・令和６年５月９日 白井市役所災害対策室 市全庁説明会（参加部・課）

・令和６年９月２０日 白井公民センター 第１回 小学校区まちづくり協議会調整会議

・令和６年１０月１７日 白井市役所 災害対策室 第１回 訓練調整会議（訓練計画説明・調整）
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・令和６年１０月２５日 白井中学校 白井中学校全校説明会

・令和６年１１月２９日 白井公民センター 第２回 小学校区まちづくり協議会調整会議

・令和６年１２月１６日 白井市役所 災害対策室 応援職員等説明会

・令和７年１月９日 白井市役所 災害対策室 第２回 訓練調整会議（最終調整・図上全体予行）

・令和７年１月１０日 白井中学校 参加者説明会



９

《事前広報》

・ポスターを作成し、市内小中学校や各センター、コンビニエンスストア等に掲示（表紙参照）

・広報しろい（１月号）での特集記事

・広報しろい（２月号）での特集記事



１０

《会場レイアウト》



１１



１２

《会場配布パンフレット》
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１３ 訓練の評価・課題等

（１） 目的の達成度及び次回訓練への反映等

ア 初めての大規模（約８００人が参加）かつ実践的な総合防災訓練を、白井市と３８の防災関係機関・

団体及び地域と連携した災害応急対策訓練（発生～復旧）を行い、災害対応能力の向上・強化と顔の

見える関係構築に資することができた。

しかしながら、市として全庁体制での対応要領、各機関（リエゾン含む）との連携要領、災害医療活

動の具体化などの課題や、各種アンケートからの課題・改善案もあり、課題の解消検討等を行い次の

訓練へ反映する必要がある。

イ 今回の天候の中、約４５０人の市民が参加していただいたことは、防災意識の高揚と減災への備えを

図る機会となった。特に、参加者からは自由に体験・見学ができる防災啓発の場と実動訓練を見るこ

とができて良かったとの声が多かった。

しかしながら、天候の影響もあるが市民の参加者数が目標に達することができなかった。

次年度は、特に防災に興味を示さない住民に対する訓練告知を検討して、参加者の増加に工夫を凝ら

す必要がある。

ウ 訓練告知として、ポスター・チラシの作成・掲示・配布、広報、しろいメール配信サービス、公式Ｓ

ＮＳ、防災講話での案内や、全市民を対象としたシェイクアウト訓練、家庭の地震対策自己診断を実

施したことにより防災意識の向上につながったと思料する。

（２） 総合防災訓練の検証

今回の防災訓練は、防災対策の充実・強化（検証）と住民の防災意識の高揚が目的であり、白井市地

域防災計画への反映と事後の訓練等に資するため検証する。

８つの基本方針について検証した結果は次のとおりである。

・災害対策本部の訓練については、事務分掌に基づき実際の災害発生時に処置すべき事項を検証した

が、次々と入ってくる被害状況、災害対応状況について、迅速に処理するための記入フォーム作成

などの改善点があり検討する必要がある。

・また、今回の訓練で各自の役割を再認識し、今後訓練を重ね対応力の強化を図る必要がある。

・災害発生時の、自衛隊・警察・消防・ライフライン関係(東京電力・ＮＴＴなど）との連絡調整、特

に災害対策本部への各リエゾン派遣の重要性を再認識したところである。また、訓練当日及び事前

の調整会議で顔をあわせることにより各機関の連携強化を図ることができた。

・次回以降の訓練では、県リエゾンを含め各機関のリエゾンを災害対策本部に派遣しての訓練実施を

検討する。

・行政や関係機関が、災害時の自らの役割を認識する機会となった。それに伴い、地域防災計画の事

務分掌などにおいて課題が出てきており、今回の訓練のアンケート結果を参考に、今後は継続的に

地域防災計画の改善を図る必要がある。

・関係機関による防災啓発や、地震体験車、水消火器などの防災体験啓発に多くの住民の参加があり、

全ての訓練をとおして、防災意識の高揚と知識の向上を図ることができた。また、シェイクアウト

訓練を市全域で実施し、今回の対象地域である白井第二小学校区以外の住民の防災意識の高揚も図

ることができた。

① 「白井市災害対策本部事務分掌」に基づく組織体制の機能確認、評価等を実施し実効性を検証

する。

② 災害時における関係機関・団体等との適切な役割分担と相互連携した実効性ある訓練を実施し

連携強化を図る。

③ 地域防災計画の脆弱点や課題の発見に重点を置き、地域防災計画の継続的な改善を図る。

④ 住民一人一人が「自らの命は自らが守る【自助】」意識を持ち、日常及び災害時に「自らが何を

すべきか」を考え災害に対して十分な準備（備え）ができるよう、住民の防災意識の高揚と知

識の向上を図る機会とすること。
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・訓練の問題点や実際の災害に備えての共同訓練の必要性などの声が寄せられており、参加関係機関

等の防災担当者の災害対応を検証する場となった。

・今後は、今回の訓練のアンケート結果を参考に各種改善を図る。

・３８の関係機関が参加する防災訓練は、白井市では今までにない規模での開催となった。

・２月大寒時期の小雨(１～２ｍｍ／ｈ)・低温(３～４℃)環境での訓練で関係機関からも、災害活動の

難しさを実感したとの声も寄せられており、効果的な訓練になったと思料する。

・冬の大寒時期・夏の猛暑時期における災害応急対応行動や避難所生活環境改善をしっかり検討して

地域防災計画へ反映するとともに、備蓄や災害協定等を早期に推進する責務がある。

・実践的、効果的訓練内容を検討して、継続して実施していく必要がある。

・今回の訓練参加者のうち約４０パーセントが女性であり、男女を問わず参加者への防災意識の高揚

は図れたと思う。今後の防災活動への参加を期待する。

・要配慮者については、見学テント（手話通訳）を設置したが、会場に要配慮者の駐車スペースを確

保できなかったなど、配慮が十分ではなかった。次回以降は、そういった配慮も必要である。

・今回、白井中学校の生徒約３０名が、自衛隊車両等による避難者輸送訓練、アルファ化米の作成な

どの炊き出し訓練、地域自治会の人命救助訓練及びVR体験に参加した。また、その他の体験啓発

訓練等にも中学生が積極的に参加する姿が見られた。

・訓練感想の内容からも、中学生に対する防災啓発が図れたと思われる。

今回は小学生の参加が少なかったが、来年以降は小学生の積極的な参加についても調整する必要が

ある。

（３） 市防災対策の方向性

○人口約６３,０００人の自治体として広範な参加者を得た訓練を行い、子供から老人まで１００％参

加という高い理想の実現に向けて、さらに努力を進めていく必要がある。

○関係機関の被災対応装備機能等について一般市民にも理解できるわかりやすい解説を行い、行政の

災害対応に対して自助の必要性を訴えていく訓練の継続が重要である。

○災害発生時に通常の通信手段が使用できなくなった場合の関係機関等と情報共有や円滑な情報伝

達をどのように行うか関係機関等と検討チームを組織して継続検討し防災訓練等を通してより良

い方策を講じていく必要がある。

また、関係機関・団体への緊急用通信媒体の確保と、緊急時の対応が可能となるよう、今後計画的

にその整備を図っていく必要もある。

○冬の大寒時期・夏の猛暑時期における災害応急対応行動や避難所生活環境改善をしっかり検討して、

地域防災計画へ反映するとともに、事務分掌に基づき備蓄や災害協定等を早期に推進する必要があ

る。

⑤ 行政機関、民間企業等の防災担当者の災害対応力のため検証・評価する機会とすること。

⑥ 実践的、効果的な訓練内容とすること。

⑦ 男女共同参画、要配慮者の視点に立った訓練を行うこと。

⑧ 防災教育事業の一環として地域の中学生を参加させ、地域防災の中核となる人材育成と学生

ボランティア活動の推進を図る。


